

令和８年・９年度商工会等職員採用資格試験実施細則
（第１次募集）

宮城県商工会連合会

１．試験の種類
（１）経営指導員
（２）経営指導員研修生
（３）事務職員
（受験資格については別紙１参照）

２．受験申込期間
令和８年５月１日（金）～令和８年６月１日（月）

３．受験申込先
　　下記①②のいずれかの方法で申込みをすること。
①商工会等職員採用資格試験受験申込書（別紙）に必要書類を添付し郵送または持参
〒980-0011
宮城県仙台市青葉区上杉一丁目１４番２号　宮城県商工振興センター２階
宮城県商工会連合会総務人事部人事研修課
電話：０２２（２２５）８７５１

　　②商工会等職員採用資格試験受験申込書（別紙）及び必要書類をＰＤＦにして下記メ
　　　ールアドレスへ送信
宮城県商工会連合会 総務人事部人事研修課：saiyou@office.miyagi-fsci.or.jp
※件名を「商工会等職員採用資格試験受験申込  氏名」としてお送りください。

４．試験日時及び場所
（１）第１次試験（全職種共通：教養試験・論文試験・適性検査）
①教養試験及び適性検査実施方法
実施日　令和８年６月６日（土）の指定する時間帯にＷＥＢ上にて受験

②論文試験実施方法
指定したテーマについて論文を作成し、同日中に指定アドレス宛メールにて
提出



（２）第２次試験（面接試験）※第１次試験合格者対象
　　　【経営指導員・経営指導員研修生・事務職員】
　　　　日　時　令和８年６月２２日（月）又は２３日（火）、２４日（水）
９：００～１７：００
　　　　場　所　宮城県商工振興センター　会議室
　　　　　　　　仙台市青葉区上杉一丁目１４番２号


（３）第３次試験（面接試験）※第２次試験合格者対象
【経営指導員・経営指導員研修生・事務職員】
　　　　日　時　令和８年７月１３日（月）又は１４日（火）、１５日（水）
１０：００～１７：００
　　　　場　所　宮城県商工振興センター　会議室
　　　　　　　　仙台市青葉区上杉一丁目１４番２号


５．募集方法
（１）商工会へ文書で案内
（２）本会及び商工会のホームページ等に掲載
（３）県内及び近県の大学及び県内の専門学校等への文書案内並びに訪問
（４）マイナビ２０２７の活用（採用情報掲載・説明会の開催・ＤＭ送付）
（５）キャリタス就活２０２７の活用
（６）大学等主催単独企業セミナー等への参加
（７）各機関等主催合同企業説明会への参加
（８）みやぎＵＩＪターン就職支援オフィスの活用
（９）ハローワーク等の活用
（10）各種広告媒体の活用

６．その他
　　令和８年度末高等学校卒業見込みの者等を対象として、第２次募集（商工会等職員採用資格試験）を実施する。

別紙１
受　験　資　格

１．経営指導員
経営指導員の受験資格は次の各号の一に該当するもので、実施年度の次年度４月１日現在で３５歳未満とする。
ただし、現に商工会等の職員として勤務している者は５０歳未満とする。
（１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学（短期大学は除く。）を卒業したものであって商工鉱業の指導実務又は経営実務に最近５年のうち２年以上従事した経験を有する者
（２）学校教育法による短期大学若しくは高等専門学校を卒業したものであって商工鉱業の指導実務又は経営実務に最近５年のうち３年以上従事した経験を有する者
（３）商工鉱業の指導実務又は経営実務に最近７年のうち５年以上従事した経験を有する者
（４）現に商工会等で勤務している職員については、試験実施年度の末日において、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学及び短期大学若しくは高等専門学校（高専）を卒業した者にあっては３年以上、高等学校を卒業した者にあっては５年以上業務に従事している者
（５）公認会計士法の規定による公認会計士、会計士補の資格を有する者
（６）税理士法の規定による税理士の資格を有する者
（７）中小企業診断士の登録を受けている者
※指導実務又は経営実務については、別紙２参照

２．経営指導員研修生
経営指導員研修生の受験資格は次の各号の一に該当する者。
（１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学又は大学院を卒業又は卒業見込のものであって試験実施の年度の４月１日現在で２８歳未満の者
（２）商工会等の職員として２年以上業務に従事しており、かつ、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による短期大学、高等専門学校、高等学校を卒業した者であって試験実施の年度の４月１日現在で２２歳以上２８歳未満の者

３．事務職員
新制高校卒業程度以上の学歴を有する者で、かつ採用時点までに簿記検定試験制度３級以上の資格を有することが見込まれ実施年度の次年度４月１日現在で４０歳未満とする。ただし、特例として、受験時点で同資格を有していない場合であっても、採用後１年以内に取得することが見込める場合は受験可とする。

別紙２

経営指導員の「指導実務又は経営実務」とは、例示すれば次のとおり

１．指導実務に従事した経験を有する者とは、次に掲げる者であって、商工業の指導的な業務に従事していたと認められる者をいう。
（１）商工鉱業行政及び税務、労働等の部門の公務員であった者
（２）商工鉱業指導団体（例えば、中小企業団体中央会、商工会連合会、商工会、商工会議所、独立行政法人中小企業基盤整備機構、中小企業大学校、法人会、青色申告会等）の常勤役職員であった者
（３）商工鉱業関係組合（例えば、事業協同組合、商工組合等）の常勤役職員であった者
（４）公認会計士、税理士又はその補助者であった者
（５）親企業の役職員であって下請関係の業務を受け持っていた者
（６）高等学校と同等以上の学校で、経営、簿記等を担当する教師であった者

２．「経営実務」に従事した経験を有する者とは、次に掲げる者をいう
（１）企業又は特別の法律により設立された法人（以下「企業等」という。）の経営者、常勤の役員であった者
（２）企業等の総務、企画、経理、営業等の部門を専門的に担当していた常勤の職員であって、相当の責任ある地位にあった者
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商工会等職員採用資格試験受験申込書

宮城県商工会連合会長　様
	フリガナ
氏　　名
	
	生年月日（満　　才）

	
	印
	昭和・平成
年  　月  　日生

	現 住 所
	〒




	電話番号（日中連絡がとれる番号）
　
 メールアドレス（常時使用のもの）



	最終学歴
（大学又は高校）
	
	昭和・平成・令和
　年  　月　   日

	
	
	卒業・中退・卒業見込

	現在の状況
	勤務先名
（学校等名）
	

	
	勤務先住所
(学校等住所)
	

	
	担当業務
	

	公的資格
	1. 公認会計士　2. 会計士補　3. 税理士

	
	4. 中小企業診断士　5. 社会保険労務士　6. 一級販売士

	免許等
	1. 簿記検定試験制度３級以上（　　１級　　２級　　　３級　　）

	
	2. 普通自動車運転免許（　　普通免許　　　ＡＴ限定免許　　）

	受験希望
	1. 経営指導員

	
	2. 経営指導員研修生

	
	3. 事務職員


１．添付書類
 ① 履歴書（写真添付）　１通  ※受験案内は貴台メールアドレスにお送りしますので、お間違えのな
いようはっきりとご記入ください。
 ② 職務経歴書（他社等で勤務経験がある場合）
 ③ 上記の公的資格を有するときはそれを証する書面
※商工会等の職員については、②は不要
２．公的資格、免許等及び受験希望の欄は該当する番号を○で囲むこと。
３．「経営指導員研修生」の受験資格（年齢・学歴）を持つ場合は「経営指導員研修生」と「事務職員」の両試験併願とする。
（この欄は記入しないでください。）

	受付年月日
	令和８年　　月　　日
	受験番号
	－　　 番
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